
大
和
市
民
大
学

主 催：やまとみらい(大和市文化創造拠点 指定管理者)/大和市生涯学習センター)

問合せ/電話 ０４６-２６１-０４９１

■アクセス■
小田急江ノ島線･相鉄本線 大和駅徒歩3分

ホームページ http://www.yamato-bunka.jp

※駐車場の数に限りがありますので公共交通機関での
ご来場をお願いいたします。
※天候や交通機関の運行状況および、その他不可抗力
により開催が中止となる場合がございます。

〒242-0016 神奈川県大和市大和南一丁目8番1号

2018年8月20日(月) 申込み締切り (当日必着)
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大和市文化創造拠点シリウス

～講師～
國學院大學
教育開発推進機構 准教授
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第
１
回

９
月
７
日(

金
）

【中
国
古
典
と
日
本
】

第
２
回

9
月
21
日(
金
）

【
世
説
新
語
】

第
３
回

10
月
12
日(

金
）

第
４
回

10
月
19
日(

金
）

【史
記
・項
羽
と
劉
邦
】

第
５
回

10
月
26
日(

金
）

【唐
詩
】

9
月

7
日

よ
り
全

5
回

～
い
ず
れ
も
金
曜
日

10
時

30
分

～
12
時

30
分

中
国
古
典
は
漢
詩
・漢
文
と
も
称
さ
れ
、
外
国
文
学
で
あ
り
な
が
ら
日
本
で
も
歴
史
を

通
じ
て
血
肉
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
日
本
の
古
典
と
も
い
え
る
中
国
古
典
の
世
界
を
、

代
表
的
な
作
品
を
「窓
」
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
っと
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。



主 催：やまとみらい(大和市文化創造拠点 指定管理者)/大和市生涯学習センター)

大和市文化創造拠点シリウス

第
１
回

【中
国
古
典
と
日
本
】

中
国
古
典
と
日
本
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
我
々
の
祖
先
は
、
異
な
る
言
語
で
著
さ
れ
た
中
国

の
古
典
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
受
容
の
歴
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
中
国
古
典
の
特
徴
に
つ
い

て
も
説
明
し
ま
す
。

第
２
回

【世
説
新
語
】

『世
説
新
語
』と
は
、
後
漢
末
か
ら
東
晋
ま
で
の
人
物
の
逸
話
集
で
す
。
混
乱
を
極
め
た
時
代
を
人
々
は
ど

の
よ
う
に
生
き
抜
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
の
処
世
観
を
、
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
沿
って
紹
介
し
て
ゆ
き

ま
す
。

第
３
・４
回

【史
記
・項
羽
と
劉
邦
】

漢
の
司
馬
遷
に
よ
る
『史
記
』は
中
国
最
古
の
正
史
で
す
。
し
か
し
、
完
成
さ
せ
る
た
め
に
司
馬
遷
は
苦
渋

の
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
司
馬
遷
と
『史
記
』執
筆
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
し
て
名
文
と
う

た
わ
れ
る
「項
羽
本
紀
」を
読
み
、
『史
記
』の
世
界
を
旅
し
ま
す
。

第
５
回

【唐
詩
】

中
国
古
典
詩
の
精
華
で
あ
る
「
唐
詩
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
個
々
の
作
品
の
原
文
を
直
接
読

み
、
味
わ
う
中
で
、
中
国
古
典
を
「
鑑
賞
す
る
」
営
み
を
学
び
ま
す
。

中
国
古
典
は
漢
詩
・漢
文
と
も
称
さ
れ
、
外
国
文
学
で
あ
り
な
が
ら
日
本
で
も
歴
史
を
通
じ

て
血
肉
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
日
本
の
古
典
と
も
い
え
る
中
国
古
典
の
世
界
を
、
代
表
的

な
作
品
を
「窓
」と
し
て
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
っと
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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中
国
古
典
を
訪
ね
て

詳細・申込み方法は表面をご確認ください。

2018年8月20日(月) 申込み締切り (当日必着)


